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地
域
と
協
力
し
た
魅
力
的
な

大
学
＆
都
市
づ
く
り

　
︱
岡
山
大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
ク
ロ
ー
ズ
アッ
プ
︱

● 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生
　　　　　　　大政　朋子 さん AMDA・ GPSP　　　　　

クアラルンプール事務所長

● 研究室訪問 宮地　孝明 自然生命科学研究支援センター・
准教授　　　　　　　　　　

● きらり岡大生 西村　義人 医学部医学科６年

● 岡大生は後楽園入園無料に
● 学生が大学のグローバル化を協議　森田学長に提案書提出 
● 宮竹教授が参画した研究が農水省の「研究成果10大トピックス」に
● 小児の先天性心臓病　難手術に成功
● 大学の PR 動画制作

● News＆Topics　大学の動き／研究・臨床成果
● インド駐在員のコラム
● 読者アンケートのページを開設しました
● 編集後記

瀬戸内市裳掛地区の方 と々の交流
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地域と大学が協働する「学都構想」の実現を重要ミッションとして
2011年に設立した岡山大学地域総合研究センター（A

ア ゴ ラ
GORA）では、

地域住民や自治体、企業、NPOなどと連携したさまざまなプロジェク
トを展開している。その１つ、「学都チャレンジ企画」では学生が主
体的にまちづくりに参加し、地域と大学をつなぐ「学生企画」を募集。
AGORAのサポートのもと、岡山を魅力的にするためのアイデアを実
践する学生企画の取り組みを紹介する。

2014年
度に実施

した

その他の学
生企画

岡山大学まちづくり研究会

おかやま百年構想国際医療勉強会Ｉ
イ ロ ハ

ＬＯＨＡ

スクールボランティアビューロー学生スタッフ

土曜日はやしま塾で学習支援の

ボランティアを行う大学生

地
域
と
協
力
し
た
魅
力
的
な

大
学
＆
都
市
づ
く
り

岡山大学地域総合研究センターの
取り組みをクローズアップ

学生企画は
単位認定さ

れるもので
はな

いのですが
、学生はと

ても意欲的
。それぞれ

の

フィールド
で受け入れ

られる努力
を重ね、地

域から

の期待も膨
らんでおり

、そういう
学生が岡山

大学にい

ることは誇
りでもあり

ます。まち
づくりや地

域活動は

生半可な気
持ちでは務

まらず、一
瞬で信頼を

失うこ

とも。そう
いった緊張

感も学生に
体感してほ

しいとこ

ろです。大
学とともに

地域や経済
界、NPOな

どの

活動も盛り
上がり、ウ

インウイン
の関係で岡

山

全体の活性
化につなが

ればと思い
ます。

学生取材班
 〜岡山大学を SNS で盛り上げよう！〜 
学 生 目 線 で 岡 山 大 学 の 魅 力 を 紹 介！ 取 材 記 事 を 公 式
Facebook に投稿し、在校生のみならず卒業生や地域の方々
に岡山大学の「今」を伝える。 
 �
MACHI FES 

「学生の夢をかなえる」がコンセプト。積極的にまちに出て
地域の人とかかわる学生を増やす。他大学の学生とも協力し、
ゴミ拾いイベントやアートフェス、ホームカミングデー（岡
山大学）の空間コーディネート も行う。
 �  
おかやまバトン  
岡山大学と地域、岡山と被災地をつなぐ支援活動。福島や南
三陸で日本舞踊や野球をする子どもたちの 1 週間程度の合宿
を受け入れ。遠く離れた岡山の地にも「今を生きる仲間」が
いることを感じてもらう。  
 �  
社会科教育学研究室
〜学生と市民が語り合うティーチイン岡山〜 
学生と市民が語り合うイベント「ティーチイン岡山」の開催
を核に、大学と地域が連携し、「よりよいまち岡山」を構想、
地域に発信することを目指す。 
 �  
Li ☆ Luck 〜七夕祭 うぇるかむデー〜 
｢大学と地域との交流｣ ｢学生間のつながりを広げる、深め
る｣ ｢自己啓発｣ を目的として、七夕祭りやイルミネーショ
ン企画を立案、準備、運営を行う。 
 �
文学部社文文 ３回生 頭島に架かる希望の橋
PART Ⅱ　〜日生諸島の変化を追って〜 
2015 年４月に完成予定の「備前♡日生大橋」。この架橋が日生
諸島の住民の生活に与える影響を、橋の架かる頭島だけでな
く、架からない大多府島も含めて考察する。 
�
満月 BAR 実行委員会 
満月の夜、西川緑道公園で、｢おしゃれ｣ にフードやドリンク、
音楽を楽しめる空間を作ることで、岡山男子のおもてなし力
を高め、にぎわいをつくり、西川の素敵なお店を知ってもらい、
若者が自分たちでまちをつくっていくことなどを目指す。 
 �
めめも会 
大学生の考える「よりよく生きる」プロジェクト 
―地域で語り合い、発信する「死生観」―
命の誕生、救命、療養、看取りの現場におもむき、人間の
生と死を見つめ直し、現代社会の課題解決に資する死生観
を考え、創出する場の形成を目的とする。 
 �
学生トーク実行委員会
〜大学生とトークディスカッション in 岡山大学
オープンキャンパス〜 
大学受験を控える高校生に現役の大学生や岡山大学卒
業生と交流する場を創出し、自らの進路選択に役立て
てもらう。“ カッコいい ” 人との交流を通して岡山大
学と岡山に魅力を感じてもらうことを目的とする。 

　

お
か
や
ま
百
年
構

想
は
「
ス
ポ
ー
ツ
で
ま

ち
な
か
を
盛
り
上
げ

る
！
」を
合
言
葉
に
、

商
店
街
を
舞
台
に

活
動
し
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
で
す
。

岡
山
は
サ
ッ
カ
ー
J
２
・
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
が
活
躍

す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も
盛
ん
で
す
。
私
た

ち
は
そ
の
盛
り
上
が
り
を
ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
ま
ち

な
か
へ
と
波
及
さ
せ
る
べ
く
、
第
一
弾
と
し
て
奉
還
町
商

店
街
か
ら
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
奉
還
町
フ
ァ

ジ
ス
ト
リ
ー
ト
計
画
」
を
実
施
。
大
き
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
試
合

結
果
や
順
位
を
表
示
し
た
り
、
応
援
絵
馬
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ラ
ス
ト

展
を
開
催
し
た
り
と
、思
い
つ
く
ま
ま
に
企
画・実
行
し
て
い
ま
す
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ク
ル
に
入
っ

て
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
観
始
め
た
女
子
学
生
も
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
ア

ム
に
行
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
発
見
し
た
り
、
自
分
で
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
を
商
店
街
に
掲
示
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
活
動
３
年
目
の
今
年
か
ら
は
岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
予
定
。Facebook

で
情
報

発
信
す
る
な
ど
よ
り
多
く
の
方
に
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
岡
山
を
ス
ポ
ー
ツ
で
も
っ
と
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
経
済
学
部
経
済
学
科
／
長
宗　
武
司
）

　
国
際
医
療
勉
強
会ILOHA

は
２
０
１
２
年
２
月
に

医
・
歯
・
薬
学
部
の
学

生
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
。

「
日
本
や
海
外
の
社
会
問

題
を
学
び
た
い
」「
問
題
解
決
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
仲
間
が
集
ま
り
、
今
で
は
医
・
歯
・
薬
学

部
以
外
の
学
部
、
他
大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
週
１
回

の
勉
強
会
や
、
勉
強
会
で
の
学
び
を
深
め
る
た
め
に
国
内

外
で
研
修
を
行
い
、
研
修
を
通
し
て
発
見
し
た
課
題
を
地
域
の

方
々
に
伝
え
る
た
め
に
報
告
会
や
講
演
会
も
企
画
。
県
内
の
高

校
を
訪
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
出
張
講
義
の
形
で
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
岡
山
で
こ
う
し
た
①
学
ぶ
②
現
場
で
感
じ
る

③
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
︱
と
い
う「
学

び
サ
イ
ク
ル
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

学
び
を
岡
山
に
還
元
す
る
こ
と
を
理
想

に
掲
げ
、
そ
の
過
程
で
友
人
や
地
域
の

方
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
普
段
の
講
義
で
は
学
べ
な
い

こ
と
が
学
べ
、
自
分
の
想
い
を
素
直
に
吐

き
だ
せ
、
そ
し
て
形
に
で
き
る
団
体
で
す
。

（
法
学
部
法
学
科
／

岡
田　
真
理
子
・
花
岡　
里
仲
）

　

岡
山
大
学
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
に
実
際
に
行
き
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
「
ま
ち
お
こ
し
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
で
設
立
２
年
目
。
普
段
は

週
１
回
、
学
内
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
瀬
戸
内
市
裳も

掛か
け

地
区
と
総
社
市
山
手
地
区
の
２
カ
所
を
重
点
地
域

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
裳
掛
地
区
で
は
２
０
１
４

年
度
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
向
け
に
射
的
や
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を
企
画
・
実
行
し
た
り
、
空
き
地
を
開
墾
し
て
農

産
物
を
生
産
・
販
売
し
た
り
、
地
域
の
方
々
の
意
見
や
現
地

調
査
を
も
と
に
地
図
作
り
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

　

メ
ン
バ
ー
は
学
年
の
壁
も
な
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
好
き
な
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
実
践
で
き
、
特
に
地
域

の
方
々
と
行
動
を
と
も
に
す
る
と
き
は
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、

多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲

気
や
季
節
の
食
材
な
ど
が

堪
能
で
き
る
の
も
う
れ
し

い
と
こ
ろ
。
普
段
の
大

学
生
活
で
は
味
わ
え

な
い
経
験
が
で
き

る
の
が
一
番
の
魅
力

で
す
。（

環
境
理
工
学
部

環
境
管
理
工
学
科

／
藤
本　
一
志
）

　
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
志

望
や
学
校
・
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
学

生
に
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
伝
え
、
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
岡
山
大
学
教
師
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
内
に
２
年
前
に

発
足
。
教
員
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
科
・
学
部
の
学
生
が
集

ま
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
例
集
の
作
成
を
は
じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
希
望
者
を
対
象
に
、
県
内
の
各
教
育
委
員
会
や
学
校
・
園

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
な
ど
を
企
画
・
実
行
し
て
い
ま
す
。 

　
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
少
し
異
な
り
、
学
校
・
園
と
い
う
教
育
現
場
で

し
か
体
験
で
き
な
い
新
た
な
発
見
や
学
び
が
多
く
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
も
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る

だ
け
で
は
な
く
自
ら
も
積
極
的
に
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
、「
学
生
目
線
で
魅
力
を
発
信
す
る
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
生
の
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
文
学
部
人
文
学
科
／
大
宇
根　
千
宏
）

AGORA ◀︎岩淵泰助教

山川路代助教▶︎

スクールボランティアフェア
４月29日（水・祝）開催！！

岡山大学創立五十周年記念館
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AGOR
Aの

活動紹
介

4つの領域

環
境
保
全
活
動
に
取

り
組
む
関
係
団
体
と

か
か
わ
り
、
漁
業
体

験
や
環
境
学
習
な

ど
を
通
じ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
や
考
え

方
を
理
解
し
た
。
ま

た
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
と
連
携
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
実
践
型
教
育
で

あ
る
岡
山
大
学
版Co-op

プ
ロ

グ
ラ
ム
（
※
）
も
開
発
す
る
。

※�

企
業
等
で
の
長
期
就
業
体
験
の
中
で
、課
題
発
見・

解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
。 

地
域
と
医
療

　

超
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
が
求
め
ら
れ
る

中
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
分
野
か
ら
の
草
の

根
的
な
支
援
が
必
要
。
自
治
体
や
介
護
施

設
、
N
P
O
、
病
院
な
ど
と
連
携
し
た
授

業
を
展
開
し
、
地
域
住
民
や
現
場
で
働
く

人
た
ち
の
声
を
聞
く
機
会
を
提
供
す
る
。 

　

２
０
１
０
年
に
始
ま
っ
た
「
多
職
種

連
携
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野

か
ら
な
る
岡
山
県
内
の
大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
と
教
職
員

が
地
域
で
１
泊
２
日
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
真

庭
市
、
笠
岡
市
な
ど
で
計

６
回
行
っ
た
が
、
学
生
は

土
地
ご
と
に
地
域
医
療
や

介
護
の
ま
ち
づ
く
り
が
異

な
り
、
多
面
的
な
分
析
や
協

地
域
と
教
育
再
生 

　

岡
山
で
は
近
年
、
不
登
校
や
い

じ
め
、
学
力
低
下
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
。

教
員
志
望
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
に
関
心

の
あ
る
学
生
も
対
象
に
学
校
や
地
域
で
子

ど
も
の
見
守
り
、
教
育
支
援
活
動
に
取
り

組
む
授
業
を
展
開
し
、
岡
山
の
教
育
再
生

を
目
指
す
。 

　

２
０
１
４
年
度
に
実
施
し
た
「
地
域
社

会
貢
献
型
学
習
支
援
活
動
」
で
は
総
社
市

と
連
携
し
、
学
生
が
家
庭
に
事
情
を
抱
え

る
中
学
生
に
学
習
指
導
を
行
っ
た
。
週
２

回
、
４
カ
月
に
わ
た
っ
て
か
か
わ
る
中
で

両
者
間
に
は
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
中
学

生
は
勉
強
意
欲
が
高
ま
っ
て
成
績
も
向
上
。

学
生
も
実
践
を
通
し
て
社
会
的
困
難
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
。 

地
域
と
技
術
・
環
境 

　

社
会
の
持
続
的
発
展
を
実
現
す

る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
、
環
境
に
配
慮

し
た
新
し
い
技
術
開
発
の
社
会
背
景
や
動

向
を
現
場
で
体
感
し
、
そ
れ
を
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
計

画
。
ま
さ
に
「
E
S
D
（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）」
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。 

　

２
０
１
４
年
度
に
実
施
し

た
「
倉
敷
市
水
島
か
ら
学
ぶ

地
域
社
会
と
環
境
」
で
は

日
本
有
数
の
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
を
擁
す
る
水
島
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
学

生
は
地
域
開
発
や
公
害
の

歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
。
行

政
や
企
業
、
住
民
、
地
域
で

大学と地域の連携に関する学術研究を
蓄積し、学都の創生に不可欠な情報を
発信。「地域と医療」「地域と教育・スポー
ツ」「まちづくり・地域創生」「地域と
環境」を研究の柱として、岡山大学と
岡山県が持つ独自性を意識した研究に
取り組んでいる。

岡山市とまちづくりに関する連携協定
を結び、2014 年 10 月、２カ所目のま
ちなかキャンパスとして同市北区田町
にオープン。西川緑道公園界隈を中心
にまちなかの魅力アップに携わる地域
住民や行政、NPO とともににぎわい創
出や課題解決などを話し合っている。 

教職員や学生がキャンパスの外に出て、
地域の人と一緒にまち課題を発掘した
り、解決策を議論し、実践力を身につ
ける取り組みを展開。魅力ある岡山の
創造に貢献するとともに、学都岡山を
担う若者の育成を目指す。

留学生がまちづくりを経験し、岡山を好
きになることで、岡山の友好親善大使
を育てる大学と地域の協働の取り組み。
スーパーグローバル大学創成支援事業
との関連も大きい。留学生は名所や伝
統的町並みに触れ、岡山のまちづくり
にも参加している。

2012 年６月、学外初の地域連携拠点と
して岡山市北区石関町にオープン。若
者の政治参加について考えるアゴラ喫
茶や、身近な話題をテーマにした哲学
カフェなど、学生や教職員、地域住民
らが自由に語り合える多彩な公開講座
を開いている。

自治体や経済界などからまちづくりに
関する調査・研究を受託し、学術的な
視点も加えながら地域発展に資する提
言を行う。これまでに西川緑道公園周
辺現況調査、岡山駅前イオン出店影響
調査などを実施。結果をもとにワーク
ショップや講演会も開いている。

地域社会を変革する人財を育てる 
実践型社会連携教育プログラム

働
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

２
０
１
５
年
度
か
ら

は
こ
れ
を
授
業
科
目

と
し
て
開
設
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
実
践
型

教
育
の
開
発
に
向
け

て
、
岡
山
大
学
イ
ン

ド
・
コ
ル
カ
タ
拠
点

で
の
旅
行
医
学
の
授
業

計
画
を
進
め
て
い
る
。 

ま
ち
づ
く
り

　

A
G
O
R
A
で
は
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
独

自
に
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
経
験
や
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
て
授
業
を
進
め

る
。
自
治
体
の
都
市
計
画
に
大
学
の
専
門

知
識
を
生
か
し
、
実
行
や
改
善
な
ど
の
原

動
力
と
し
て
学
生
が
参
加
す
る
方
法
を
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
の
意

義
を
学
ぶ
。

　

２
０
１
２
年
度
に
岡
山
市
か
ら
受
託

し
た
西
川
緑
道
公
園
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

に
関
す
る
調
査
で
、
学
生
は
イ
ベ
ン
ト
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
通
行
量
調
査
な
ど
に
参

加
。
現
場
調
査
で
し
か
見
え
て
こ
な
い
法

則
性
に
気
づ
き
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
は

「
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
基
礎

を
学
ぶ
」
を
開
講
す
る
。 

〜ねらいと授業例〜

学都研究

西川アゴラ

まちなかキャンパス
事業

留学生のまちづくり

まちなかキャンパス
城下ステーション

シンクタンク機能

◀ AGORA の取り組みに
　ついて話す三村聡教授

岡山大学ではAGORA主導の新タイプの授業方法として2014年度から「実践型社会連
携教育プログラム」を試行的に実施している。学生が地域社会に出て、さまざまな人と
のかかわりを通して地域課題に気づき、解決策を考え、実践できるカリキュラムを構成。
2015年度からは全学的展開を進め、文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支
援」事業に採択された「PRIMEプログラム～世界で活躍できる『実践人』を育成する！～」
の柱の１つとしてグローバル実践型教育も構築しながら、社会の持続的発展に貢献で
きる人財育成に力を入れる。



小
さ
な
ア
ク
シ
ョン
が

大
き
な
一
歩
に

Global Global

AMDA GPSP（Global Partnership for Sustainable 
Peace ： 世界平和パートナーシップ ）　クアラルンプール事務所長◆

岡山大学法学部（夜間主コース）卒/社会文化科学研究科修士課程修了
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岡山を拠点に、世界で活躍する国際医療ボランティア「AMDA」。
大政さんは、その一員としてマレーシアの事務所に勤務している。
岡山大の大学院生だった彼女が、
世界に飛び立つきっかけになったのは、１通のメールだった。

大 政  朋 子

 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生 �

O M A S A 　 T o m o k o

◀︎�東南アジア洪水緊急救援活動で
物資を配布する大政さん

　＝１月、クアラルンプール︎

▶おおまさ　ともこ　（42歳）
◦1972（昭和47）年　スイス生まれ
◦2008（平成20）年　岡山大学法学部（夜間主コース）卒
◦2011（平成23）年　�岡山大学大学院社会文化科学研究科修士課程修了
◦2011（平成23）年　AMDAに就職　東北事業担当に
◦2014（平成26）年　AMDA GPSP クアラルンプール事務所長

所 在 地：�岡山市北区伊福町
事業内容：�緊急人道支援
�
国際医療ボランティアとして、災害や紛
争発生時、医療・保健衛生分野を中心
に緊急人道支援活動を展開。世界30カ
国にある支部のネットワークを活かし、
多国籍医師団を結成して実施している。

■ AMDA

■ 

１
通
の
メ
ー
ル

　
「
私
に
も
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
」。

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
居
て
も
立
っ

て
も
居
ら
れ
ず
、
A
M
D
A
本
部
に

メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
お
よ
そ

１
分
後
に
来
た
返
信
に
は
、
こ
う
あ
り

ま
し
た
。

　
「
明
日
、
被
災
地
に
行
っ
て
下
さ
い
」。

　

当
時
、
私
は
国
際
法
を
研
究
す
る

大
学
院
生
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
世
界
で
活
躍
す
る
A
M
D
A
を

修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
支
援
活
動
を
し
た

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
朝

に
は
被
災
地
に
向
け
て
出
発
。「
自
分

に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
不
安

な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

■ 「
日
本
だ
け
で
い
い
の
？
」

　

以
前
は
、
保
育
士
と
し
て
児
童
養

護
施
設
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
親
権
問
題
に
ジ

レ
ン
マ
を
感
じ
、「
法
律
の
根
本
を
学

ば
な
け
れ
ば
子
ど
も
は
守
れ
な

い
」
と
、
退
職
し
て
法
学
部

に
入
学
し
ま
し
た
。

　

国
際
法
の
講
義
は
、
世

界
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
テ
レ
ビ
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
「
紛
争
」

「
内
戦
」
と
い
っ
た
言
葉

に
、「
遠
い
よ
そ
の
国
の
出

来
事
」
と
い
っ
た
印
象
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
講
義
で
は
他
国
の
現
状

を
生
々
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
よ
り
担
当
し
て
い
た
先
生
に

「
日
本
の
子
ど
も
だ
け
で
い
い
の
？
」

と
問
わ
れ
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

東
北
に
戻
り
た
い

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
現

地
医
療
機
関
か
ら
の
協
力
要
請
や
情
報

を
収
集
す
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
わ
ず

か
５
日
間
で
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
拡
散
が
懸
念
さ
れ
、
支
援
体
制
を

縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

岡
山
に
戻
っ
た
時
、「
や
り
遂
げ
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
現
地
の
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
こ
の
ま
ま
引
き
下
が
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
岡
山
の

家
を
引
き
払
い
、
４
月
か
ら
A
M
D
A

の
東
北
事
業
担
当
の
職
員
と
し
て
、
一

人
で
再
び
被
災
地
に
戻
り
ま
し
た
。

■ 

被
災
地
を
つ
な
げ
る

　
東
北
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
が
、

ご
当
地
グ
ル
メ
を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト

「
復
興
グ
ル
メ
F
‒
1
大
会
」
が
あ
り

ま
す
。
支
援
活
動
を
通
し
て
、「
被
災

地
同
士
を
つ
な
げ
た
い
」
と
思
い
、
企

画
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
福
島
県
は
風
評
被
害
が
ひ
ど

く
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
消
極
的
で

し
た
が
、
同
県
南
相
馬
市
が
手
を
挙
げ

て
く
れ
ま
し
た
。岩
手
、宮
城
県
の
チ
ー

ム
も
、
ど
う
す
れ
ば
福
島
の
ブ
ー
ス
に

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
か
を
親

身
に
考
え
、
放
射
能
の
検
査
デ
ー
タ
を

表
示
す
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し

ま
し
た
。

　
当
日
、
福
島
の
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、
メ
ニ
ュ
ー
は
完
売
。
南
相

馬
市
の
出
店
者
は
も
ち
ろ
ん
、
岩
手
、

宮
城
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
た
ち
の
こ
と

の
よ
う
に
喜
ん
で
い
た
の
が
、
強
く
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

■ 

若
者
に
世
界
を
見
せ
る

　

昨
年
９
月
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の

G
P
S
P
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
事
務
所

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
末
に
は
、

同
国
北
部
で
深
刻
な
洪
水
被
害
が
あ

り
、
現
地
の
N
G
O
と
一
緒
に
、
清
掃

道
具
を
物
資
提
供
し
た
り
、
巡
回
診
療

を
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
同
事
務
所
で
は
、
国
際
社
会
で
活
躍

す
る
若
者
を
育
て
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

財
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
来
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
大
学
生
で
、
自
身
で

体
験
プ
ラ
ン
を
考
え
、
A
M
D
A
の
海

外
支
部
や
連
携
機
関
で
活
動
。
海
外
で

活
躍
す
る
日
本
人
や
、
異
な
る
人
種
の

人
々
と
出
会
う
こ
と
で
、
若
者
に
世
界

を
見
る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
A
M
D
A
に
送
っ
た
１
通
の
メ
ー
ル

が
、
私
の
大
き
な
転
機
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
こ
と
で
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

若
い
人
た
ち
に
も
、
そ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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MIYAJI TAKAAKI （33歳）
▶1981年　三重県松阪市生まれ
▶2000年　三重県立松阪高等学校　卒業
▶2004年　岡山大学薬学部総合薬学科　卒業
▶2006年　�岡山大学大学院自然科学研究科薬品科学専攻　博

士前期課程　修了
▶2009年　�岡山大学大学院医歯薬学総合研究科創薬生命科学

専攻　博士後期課程　修了
▶2009年　岡山大学自然生命科学研究支援センター　助教
▶2012年　岡山大学自然生命科学研究支援センター　准教授

宮 地 孝 明

「高度な知の創成と的確な知の継承」—。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

自然生命科学研究支援センター・准教授

り
、
地
球
規
模
で
の
農
地
悪
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
作
物
の
ス
ト

レ
ス
耐
性
能
を
上
げ
る
こ
と
に
役
に

立
つ
成
果
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

未
踏
の
領
域
に�

　

薬
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
生

の
時
だ
っ
た
。
当
時
、
が
ん
で
闘
病

中
の
祖
父
が
生
き
る
支
え
に
し
て
い

た
の
が
漢
方
薬
。そ
の
姿
を
見
て
、「
薬

を
研
究
し
て
、
治
療
で
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
、
薬
学
の
道
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
た
。

　

出
身
は
三
重
県
。
岡
山
大
学
薬
学

部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
い
て
あ
っ

た
「
研
究
者
あ
た
り
の
発
表
論
文
数

が
国
立
大
ト
ッ
プ
」
と
い
う
〝
う
た

い
文
句
〟
に
、研
究
が
盛
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
、
入
学
し
た
。
学
部
の
４

年
間
で
幅
広
い
薬
学
を
学
び
、
薬
剤

師
の
資
格
を
取
得
。
大
学
院
に
進
ん

で
か
ら
は
、
生
化
学
分
野
の
研
究
室

で
、
神
経
疾
患
や
糖
尿
病
に
関
す
る

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
や

測
定
方
法
を
学
ん
だ
。

　

印
象
深
い
研
究
が
あ
る
。
脳

神
経
で
情
報
伝
達
に
関
わ
る

ア
ミ
ノ
酸
の
一
つ
・
ア
ス
パ
ラ

ギ
ン
酸
の
新
し
い
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
世
界
で
初
め
て
見
つ
け
、
測

定
で
き
た
時
だ
。「
誰
も
測
れ
な
か
っ

た
も
の
を
自
分
が
一
番
に
測
れ
た
こ

と
は
、
感
動
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

未
踏
の
領
域
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏

み
入
れ
る
喜
び
を
、
そ
の
時
知
っ
た
。

今まで誰も特定できなかった
〝未知の世界〟に挑む

情報伝達や薬物排出に関与する体の仕組みを研究する宮地孝明准教授。
ヒトの神経疾患や糖尿病、植物の環境ストレス耐性など幅広い分野を探索。

人の役に立つ成果を目指し、ひたむきな努力を続けている。

高
大
連
携
と
地
域
貢
献�

　

現
在
所
属
す
る
の
は
、
最
先
端
の

ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
子
）
や
プ
ロ
テ
オ
ー

ム
（
タ
ン
パ
ク
質
）
解
析
装
置
を
保

有
す
る
自
然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ゲ
ノ
ム
・
プ
ロ
テ
オ
ー
ム

解
析
部
門
。
高
校
生
対
象
に
施
設
見

学
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
や
地

域
の
研
究
機
関
の
受
託
解
析
を
請
け

負
う
な
ど
、
地
域
の
研
究
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

最
先
端
技
術
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
高
校
生
に
組
換
え
D
N
A
実
験

を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
で

も
知
ら
れ
る
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
緑
色

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
（
G
F
P
）
を
大

腸
菌
に
導
入
。
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
を
当
て

る
と
、緑
色
に
発
光
す
る
も
の
で
、「
最

初
は
慣
れ
な
い
実
験
に
戸
惑
う
表
情

を
し
て
い
る
高
校
生
も
、
最
後
に
光

る
と
は
し
ゃ
い
で
く
れ
る
」
と
ほ
ほ

笑
む
。

　

新
た
に
発
見
す
る
面
白
さ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
体
験
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
み

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
た
り
、
研
究
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　

研
究
の
道
は
、
失
敗
の
連
続
で
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
だ

が
、「
努
力
す
る
こ
と
が
、
一
番
の
近

道
」
と
宮
地
准
教
授
。
そ
の
主
張
は
、

身
を
持
っ
て
証
明
す
る
つ
も
り
だ
。

ひ
た
む
き
に
努
力�

　

自
他
と
も
に
認
め
る
真
面
目
な
性

格
は
、
研
究
者
と
し
て
の
〝
最
大
の

武
器
〟
か
も
し
れ
な
い
。
生
物
が
体

の
中
で
物
質
を
運
ぶ
役
割
を
果
た
す

タ
ン
パ
ク
質
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

（
輸
送
体
）」
を
研
究
。
33
歳
と
い
う

若
さ
な
が
ら
、
国
内
外
で
注
目
を
集

め
る
研
究
成
果
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
今
ま
で
誰
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
を
発
見
す
る
に
は
、
ひ
た
む
き

な
努
力
な
し
で
は
達
成
で
き
な
い
」

と
言
い
切
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
は
、
情
報
伝

達
や
薬
物
排
出
に
関
与
。
解
明
す
る

こ
と
で
、
情
報
伝
達
に
起
因
す
る
疾

患
の
原
因
解
明
や
少
な
い
投
与
量
で

効
果
が
高
く
、
体
へ
の
害
が
少
な
い

薬
を
開
発
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

生
物
の
体
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
が
存
在
し
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な

い
部
分
が
多
い
。

　

宮
地
准
教
授
ら
は
、
高
い
技
術
を

用
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
人
や
植
物
の

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
次
々
と
見
つ

け
て
き
た
。
１
月
に

は
強
い
光
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
必
要
な

植
物
の
ビ
タ
ミ
ン

C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
発
見
。
強

光
な
ど
の
環
境

ス
ト
レ
ス
に
よ

◀︎『Nature Plants』創刊号で特集された
　ビタミン C トランスポーターの発見

Reprinted by permission from Macmillan Publishers Ltd.
Nature Plants Vol.1, Art No.14012, copyright 2015. Online Only

組換え DNA 実験　
緑色に発光する大腸菌▶



10 きらり！岡大生西 村 義 人
医学部医学科６年

N I S H I M U R A  Y O S H I T O

ICHO NAMIKI No.76●いちょう並木 9いちょう並木●No.76 ICHO NAMIKI 10

在学生紹介
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

  Okayama University

インタビュアー
岡大学生取材班
医学部保健学科　１年
谷部　麗華

Students of

岡山大学
ウエイトトレーニング部

勉
学
と
の
両
立

達
成
感
が
最
大
の
魅
力

学内で練習をする西村さん▶︎

▼デッドリフト270キロに成功

世界パワーリフティング選手権大会表彰式　準優勝▲

現
役
医
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
記
録

を
持
つ
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
者
︱
。

西
村
義
人
さ
ん
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）
は
、

全
く
違
っ
た
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た「
第

44
回
世
界
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
」。
66
キ
ロ
級
で
見
事
2
位
に
輝
い
た
。
日

本
人
が
同
大
会
で
２
位
に
な
る
の
は
歴
代
４

人
目
で
、
西
村
さ
ん
は
最
年
少
。
こ
れ
ま
で

に
も
数
々
の
国
際
大
会
で
優
勝
し
た
経
験
が

あ
り
、
常
に
圧
倒
的
な
実
力
を
見
せ
つ
け
て

い
る
。

競
技
を
始
め
た
の
は
、
中
学
３
年
生
の
時
。

当
時
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
が
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
で
取
り
組
ん
で

い
た
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
の
大
会
が
地
元
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
力
試
し
で
参
加
。
い
き
な
り

好
記
録
を
打
ち
出
し
た
。

大
会
関
係
者
の
勧
め
も
あ
り
、
そ
の
後
、

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
に
出
場
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
身
近
に
指
導
者
が
お
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
参
考
に
す
る
な

ど
、手
探
り
で
練
習
。

自
身
で
メ
ニ
ュ
ー
を

組
み
な
が
ら
、
着
実

に
力
を
つ
け
て
い
っ

た
。「
記
録
を
更
新

で
き
た
時
の
達
成

感
が
最
大
の
魅
力
。

競
技
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
仲
間
が
で

き
た
こ
と
も
財
産
」

と
話
す
。

母
親
を
食
道
が
ん
で
亡
く
し
た
の
は
小
学

６
年
生
の
時
。
卒
業
式
の
１
週
間
前
だ
っ
た
。

一
番
寄
り
添
い
た
い
時
期
に
母
親
と
い
ら
れ

な
か
っ
た
記
憶
か
ら
、
医
者
に
対
し
て
あ
ま

り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
進
路
を
決
め
る
際
に
「
医
を
学
ぶ
道
」

を
選
ん
で
い
た
の
は
、「
母
の
病
気
が
深
層

心
理
で
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
語
る
。

自
ら
習
得
法
を
編
み
出
し
、
自

身
を
高
め
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

勉
強
で
も
同
じ
だ
。
英
語
は
中
学

か
ら
授
業
以
外
の
時
間
も
利
用
し

て
、
独
学
で
習
得
。
大
学
入
学
時

に
は
、
T
O
E
I
C
（
９
９
０
点
満

点
）
で
９
８
５
点
と
い
う
高
得
点

を
た
た
き
出
し
た
。
今
年
２
月
の

医
師
国
家
試
験
前
は
、
１
日
９
～

10
時
間
机
に
向
か
い
な
が
ら
、
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
と
両

立
。
限
ら
れ
た
環
境
の

中
で
、
限
ら
れ
た
時
間

を
ど
う
上
手
に
使
う

か
を
常
に
意
識
し
て

い
る
。

卒
業
後
は
、
岡
山

大
学
病
院
で
研
修
医

と
し
て
働
く
。
興
味
の

あ
る
分
野
は
、
リ
ウ
マ

チ
や
膠
原
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
で
、「
一
人
の
患
者
さ
ん

と
長
く
付
き
添
え
る
医
者
で
あ
り
た
い
」
と

考
え
て
い
る
。
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
医
師

国
家
試
験
に
あ
た
る
U
S
M
L
E
に
合
格
。

「
ア
メ
リ
カ
の
医
学
の
優
れ
た
分
野
も
学
び
に

い
き
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

医
師
に
な
っ
て
も
競
技
は
続
け
て
い
く
。

２
０
１
７
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
国

際
的
な
総
合
競
技
大
会
「
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
」
に
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
だ
。
日
本
代

表
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
国
内
外
で
一
定

以
上
の
成
績
を
残
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
研
修
が
始
ま
る
と
、
練
習
時
間
を
つ
く

る
こ
と
が
、
今
よ
り
難
し
く
な
る
が
、
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

自
ら
が
自
ら
を
開
拓
し
、
そ
し
て
超
え
て

い
く
。
そ
の
信
念
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ

と
は
な
い
。

　

１
～
４
年
生
47
人

が
在
籍
し
て
い
る
。

主
な
活
動
は
、
週
２

回
の
合
同
練
習
、
年

2
回
の
合
宿
、パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会

へ
出
場
な
ど
。

　

２
０
１
２
年
の

「
第
39
回
全
日
本
学
生

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
」
男

子
団
体
V
10
達
成
、
14

年
の
「
第
41
回
全
日
本
学

生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
」
総
合
団
体
で
準

優
勝
し
て
い
る
。

※�

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
…

　

�　

バ
ー
ベ
ル
を
仰
向
け
で
持
ち
上
げ

る
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、
肩
で
背
負
っ
て

屈
伸
す
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
床
か
ら
腰

の
高
さ
ま
で
持
ち
上
げ
る
デ
ッ
ド
リ

フ
ト
の
３
種
類
の
合
計
重
量
で
勝
敗

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。

スクワット290キロに成功▲
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▼全員で記念撮影

提案書を提出する学生たち▼

◀︎学生の提案に耳を傾ける
　森田学長（右奥）

TOP!CS
Okayama University

TOP!CS
Okayama University

TOP!CS
Okayama University

TOP!CS
Okayama University

TOP!CS
Okayama University

後楽園（岡山県提供）▶︎

飛ばないナミテントウ▶︎

◀︎登録証交付式（岡山県庁にて）

佐野教授らによる男児への心臓手術▲

岡大生は
後楽園入園無料に

宮竹教授が参画した研究が
農水省の「研究成果10大トピックス」に

小児の先天性心臓病 難手術に成功

岡
山
大
学
は
１
月
か
ら
、
学

生
が
後
楽
園
（
岡
山
市
）
な
ど

に
無
料
で
入
園
で
き
る
「
岡
山
後

楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
制

度
」
に
加
入
し
た
。

若
者
に
後
楽
園
の
歴
史
的
文
化

的
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
岡

山
県
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
県
内
外
へ
情
報
発
信
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た

制
度
。
岡
大
生
（
学
部
生
・
大
学

院
生
）
は
学
生
証
を
提
示
す
れ
ば
、

後
楽
園
、
岡
山
県
立
博
物
館
、
岡

山
県
立
美
術
館
（
博
物
館
・
美
術

岡
山
大
学
が
参
画
し
て

い
る
研
究
成
果
が
昨
年
12

月
10
日
、
農
林
水
産
省
が
選

出
す
る
「
２
０
１
４
年
農

林
水
産
研
究
成
果
10
大
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
に
選
ば
れ
た
。

今
回
選
出
さ
れ
た
の
は
、

本
学
大
学
院
環
境
生
命
科

学
研
究
科
（
農
学
系
）
の
宮

竹
貴
久
教
授
が
参
画
し
た
「
飛
ば

な
い
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ
の
育
成
と
利

用
技
術
の
開
発 

︱
ア
ブ
ラ
ム
シ
防

除
に
強
力
で
や
さ
し
い
味
方
誕
生

︱
」。
農
作
物
に
お
い
て
防
除
が
難

し
い
害
虫
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
に

対
し
て
、
天
敵
の
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ

を
有
効
利
用
。
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ
の

中
か
ら
、
飛
翔
能
力
の
低
い
個
体

を
検
出
し
、
作
物
上
に
よ
く
定
着

す
る
系
統
「
飛
ば
な
い
ナ
ミ
テ
ン

ト
ウ
」
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
従

来
よ
り
効
率
の
良
い
「
生
物
農
薬
」

と
し
て
利
用
で
き
る
。

現
在
は
、
施
設
野
菜
類
で
の
現

場
普
及
と
露
地
で
の
登
録
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
宮

竹
教
授
は
「
飛
ば
な
い
ナ
ミ
テ
ン

ト
ウ
は
古
く
か
ら
農
業
が
採
用
し

て
き
た
育
種
の
技
術
を
使
っ
て
開

発
さ
れ
た
も
の
で
、
環
境
に
優
し

い
害
虫
防
除
法
と
し
て
期
待
で
き

る
」
と
話
し
て
い
る
。

岡
山
大
学
病
院
は
昨
年
12
月
13

日
、
心
臓
の
大
動
脈
と
肺
静
脈
の

位
置
が
入
れ
替
わ
る
「
完
全
大
血

管
転
位
症
」
を
患
っ
た
男
児
（
生

後
25
日
目
）
に
対
す
る
難
手
術
を

行
い
、
無
事
終
了
し
た
。

男
児
は
生
後
14
日
以
内
で
あ
れ

ば
９
割
以
上
が
成
功
す
る
「
完
全

大
血
管
転
位
症
」
の
手
術
を
受
け

る
予
定
だ
っ
た
が
、
冠
動
脈
の
異

常
を
併
せ
持
っ
て
い
た
た
め
、
手

術
が
見
送
ら
れ
て
い
た
。

今
回
、
小
児
心
臓
手
術
の
豊
富

な
実
績
を
持
つ
本
学
に
依
頼
が
あ

り
、
同
12
日
、
長
野
県
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
緊
急
搬
送
。
手
術
は
、

岡
山
大
学
病
院
心
臓
血
管
外
科
の

佐
野
俊
二
教
授
ら
に
よ
る
11
人
体

制
で
行
わ
れ
た
。

学生が大学のグローバル化を協議
森田学長に提案書提出

大学のPR動画制作

岡
山
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
考

え
る
特
別
講
座
を
受
講
し
た
日
本

人
学
生
、
留
学
生
た
ち
が
２
月
12

日
、
森
田
潔
学
長
に
国
際
化
に
向

け
た
提
案
書
を
提
出
し
た
。

講
座
は
、
学
生
目
線
で
本
学
の
国

際
化
を
考
え
よ
う
と
附
属
図
書
館

が
企
画
。
昨
年
12
月
か
ら
今
年
１

月
ま
で
計
４
回
あ
り
、
日
本
、
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
７
カ
国
の
学
生

計
25
人
が
参
加
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
留
学
生
に
と
っ
て
過
ご
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
や
海
外
で
活
躍

館
は
通
常
展

示
に
限
る
）
に

何
度
で
も
無
料
で

入
園
で
き
る
。

昨
年
12
月
25
日
に
は
、
県
庁
で

交
付
式
が
あ
り
、
伊
原
木
隆
太
知

事
か
ら
理
学
部
３
年
角
谷
謙
斗
さ

ん
に
登
録
証
が
手
渡
さ
れ
た
。

本
学
は
倉
敷
の
大
原
美
術
館「
学

校
メ
ン
バ
ー
ズ
制
度
」
に
も
加
入
。

学
生
証
を
提
示
す
れ
ば
、
本
館
、

分
館
、
工
芸
・
東
洋
館
、
児
島
虎

次
郎
記
念
館
を
無
料
で
観
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

◀︎「HAPPY」岡山大学バージョン
　https://www.youtube.com/watch?v=W-eAwPVVLOc

岡
山
大
学
企
画
・
広
報
課
は
、

米
国
人
歌
手
フ
ァ
レ
ル
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ス
の
人
気
曲
「H

appy

」
に

合
わ
せ
て
、
学
生
、
教
職
員
が
踊

る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
制
作

し
た
。Y

ouT
ube

の
「
岡
山
大
学

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
し
て
い
る
。

森
田
潔
学
長
を
は
じ
め
、
学
生
、

教
職
員
ら
約
３
０
０
人
が
出
演
。

学
生
２
人
が
学
長
に
会
い
に
行
く

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
楽
し
い
雰
囲
気
が
伝
わ
る

映
像
に
仕
上
げ
た
。
い
ち
ょ
う
並

木
や
中
央
図
書
館
の
時
計
台
、
鹿

田
地
区
の
J
ホ
ー
ル
な
ど
、
学
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
的
ス
ポ
ッ
ト

も
登
場
す
る
。

映
像
時
間
４
分
で
、
公
開
期
間

は
11
月
30
日
ま
で
。 で

き
る
人
材
を
つ
く
る
方
法
な
ど
を

協
議
し
た
。

提
案
書
は
全
21
項
目
。「
目
的
に

応
じ
た
専
門
的
な
英
語
・
日
本
語
ク

ラ
ス
の
設
置
」「
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク

ル
が
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

奨
励
す
る
」「
日
本
人
学
生
と
留
学

生
の
交
流
機
会
を
増
や
す
た
め
の
拠

点
を
増
設
す
る
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
日
は
、
代
表
の
学
生
５
人
が

学
長
室
を
訪
問
。
代
表
し
て
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
交
換
留
学
生
ガ
ー
ド

ナ
ー
・
ハ
テ
ィ
さ
ん
が
提
案
書
を
学

長
に
手
渡
し
た
。
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７
日　

�

陸
上
競
技
部
が「
第
58
回
中
国
四
国

学
生
駅
伝
」で
、10
年
ぶ
り
に
３
位
入

賞

　

�10
日　

�

大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の

宮
竹
貴
久
教
授
が
参
画
し
た
研
究

成
果
が
、農
林
水
産
省
が
選
出
す
る

「
２
０
１
４
年
農
林
水
産
研
究
成

果
10
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
」に
選
定

　

�11
〜
16�

日　

地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン・ジ
ョ
ン
ソ
ン
特
任
教
授

を
招
き
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
ま
ち
づ

く
り
を
学
ぶ「
ま
ち
づ
く
り
ウ
ィ
ー

ク
」を
開
催

　

�12
日　

�

理
学
部
４
年
の
山
根
卓
大
さ
ん
が

大
阪・神
戸
ア
メ
リ
カ
総
領
事
主
催

の「
第
三
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
」で
３
位
に
入
賞

　

�13
日　

�

岡
山
大
学
病
院
は
、心
臓
の
大
動

脈
と
肺
静
脈
の
位
置
が
入
れ
替
わ
る

「
完
全
大
血
管
転
位
症
」を
患
っ
た
、

男
児（
生
後
25
日
目
）に
対
す
る
難

手
術
を
実
施

　

�16
日　

�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
は

「
第
46
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
」を
開
催

■
岡
山
大
学
病
院
新
医
療
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の

王
英
正
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
１
１
～

２
０
１
２
年
に
か
け
て
、
左
心
低
形
成
症
候
群
に

対
す
る
心
臓
内
幹
細
胞
自
家
移
植
療
法
の
第
１
相

臨
床
研
究
を
実
施
。
冠
動
脈
注
入
法
に
よ
る
幹
細

胞
移
植
法
の
安
全
性
と
心
不
全
治
療
に
お
け
る
有

効
性
を
確
認
し
た
。
米
国
科
学
雑
誌
「Circulation 

Research

」
に
掲
載
。�

（
12
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の
三
宅
通
博
教

授
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所

ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
豚
糞
尿
由
来
の
バ
イ

オ
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
固
体
酸
化
物
燃
料
電
池
に
お

い
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
の
炭
素
析
出
を
抑
制
で
き

る
触
媒
の
組
成
を
決
定
し
、
作
動
温
度
６
０
０
℃
で

L
E
D
電
球
の
点
灯
に
成
功
。�（
12
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の
中
村
宜
督
教

授
、
安
部
奈
緒
美
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
食
品
成
分
の
ベ
ン
ジ
ル
イ
ソ

チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
が
転
写
因
子NF-kappaB

を
介

し
て
大
腸
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す
る
分
子
機
構

を
世
界
で
初
め
て
解
明
。
英
国
の
科
学
雑
誌
「Cell 

death & disease

」
に
掲
載
。�（
12
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
自
然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
宮
地
孝
明

准
教
授
、
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
山
芳

則
教
授
、
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
、

理
化
学
研
究
所
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
ら
の

共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
を
葉
緑

体
へ
運
ぶ
輸
送
体
を
世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。

英
国
の
科
学
雑
誌
「Nature Com

m
unications

」

に
掲
載
。�

（
１
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の
福
田
宏
准
教

授
、
国
立
科
学
博
物
館
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

岡
山
県
南
部
と
香
川
県
島
嶼
部
に
固
有
な
陸
産
貝
類

（
か
た
つ
む
り
）
の
新
種
を
認
識
し
、
ア
キ
ラ
マ
イ
マ

イ
と
記
載
・
命
名
。
日
本
貝
類
学
会
発
行
「Venus

」

に
掲
載
。�

（
１
月
・
臨
時
発
表
）

　

�

９
日　

�

推
薦
入
試
Ⅱ
、A
O
入
試
の
合
格
者

を
発
表

�

９
日　

�

大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究
科
の

沖
陽
子
教
授
が
、岡
山
県
の
文
化
の

向
上
に
著
し
く
貢
献
し
た
個
人・団

体
に
贈
ら
れ
る
平
成
26
年
度
の
岡

山
県
文
化
賞
を
受
賞

　

�10
日　

�

キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、卒
業
生

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
た
め
の「
第
14
回
卒
業
生
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
＠
東
京
」を
東

京
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
開
催

　

�13
日　

�

セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
の
小
学
校
教
員

や
教
育
省
関
係
者
11
人
が
、３
月
９

日
ま
で
の
日
程
で
、本
学
教
員
の
指

導
の
も
と
初
等
理
数
科
教
育
を
学

ぶ
研
修
を
開
始

　

�13
・
14�

日　

健
康
長
寿
社
会
を
担
う
歯
科

医
学
教
育
改
革
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催

　
�17

日　
�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
は
医

療
展
示
会「
中
央
西
日
本
メ
デ
ィ
カ

ル・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
５
」を

開
催

　

�19
日　

�

優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
若
手
研
究

者
を
顕
彰
す
る「
岡
山
大
学
若
手

ト
ッ
プ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
研
究
奨
励

賞
」に
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研

究
科
の
東
陽
一
郎
准
教
授
、環
境
生

命
科
学
研
究
科
の
賴
藤
貴
志
准
教

授
を
選
出
し
表
彰

８
日　

�

大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
上
田
久

利
教
授
と
自
然
科
学
研
究
科
の
吉

野
雄
二
教
授
が
、地
域
社
会
へ
の
貢

献
や
国
際
舞
台
で
の
活
躍
が
顕
著

な
個
人・
団
体
に
贈
ら
れ
る「
第
73

回
山
陽
新
聞
賞
」の
文
化
功
労
賞
、

学
術
功
労
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

　

�９
日　

�
2014



年
度
岡
山
大
学
新
技
術

説
明
会
を
東
京
都
内
で
開
催

　

�13
日　

�

ア
フ
リ
カ
地
域
の
教
育
関
係
者
ら

５
人
が
、３
月
５
日
ま
で
の
日
程

で
、本
学
教
員
の
指
導
の
も
と
初
等

理
数
科
教
授
法
の
改
善
と
学
力
評

価
手
法
を
学
ぶ
研
修
を
開
始

　

�15
日　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
循
環
共
生
型
社
会

の
実
現
に
よ
る
地
域
再
生
に
向
け

て
」を
開
催

　

�17
日　

�

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
広
場
を

彩
る
イ
ベ
ン
ト「
岡
山
大
学
＊
輝
き

＊
2
0
1
4
」を
開
催
。ま
た
、同
日

か
ら
25
日
ま
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
点
灯

　

�18
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�19
日　

�

推
薦
入
試
Ⅰ
、社
会
人
入
試
等
の

合
格
者
を
発
表

１
日　

�

安
全
衛
生
推
進
機
構
を
設
置

　

�６
日　

�

自
然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
公
開
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
開
催

　

�７
〜
12�

日　

埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、キ
ャ
ン
パ
ス
発
掘
成
果
展

「
鹿
田
荘
の
人
と
時
代
」を
創
立

五
十
周
年
記
念
館
で
開
催　

４
日　

�

鏡
野
町
、独
立
行
政
法
人
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
と
三
者
間
に
お

け
る
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
藤
原
俊
義
教
授
、

岸
本
浩
行
助
教
、
菊
地
寛
次
医
師
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
が
ん
細
胞
を
選
択
的
に
殺
傷
す
る
遺
伝
子
改

変
ウ
イ
ル
ス
製
剤
「
テ
ロ
メ
ラ
イ
シ
ン
」
を
用
い
て
、

消
化
器
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移
を
低
侵
襲
的
に
完
全

に
消
去
す
る
新
た
な
治
療
法
を
開
発
し
、
ヒ
ト
大
腸

が
ん
を
直
腸
に
移
植
し
た
マ
ウ
ス
で
そ
の
効
果
を
実

証
し
た
。
米
国
の
科
学
雑
誌
「M

olecular Therapy

」

に
掲
載
。�

（
２
月
・
臨
時
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
須
藤
雄
気
教

授
、
名
古
屋
工
業
大
学
ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
電
気
信
号
を
制
御
す
る
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
を

人
工
的
に
創
成
す
る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
。

ア
メ
リ
カ
化
学
会
誌
「Journal of the Am

erican 
Chem

ical Society

」
に
掲
載
。�（
２
月
・
臨
時
発
表
） 

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授
、

大
森
智
栄
大
学
院
生
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
の
岩
﨑
良
章
准
教
授
と
共
同
で
、
12
歳

臼
歯
の
生
え
方
に
異
常
が
あ
る
大
学
生
は
、
か
み
合

わ
せ
の
異
常
が
多
い
こ
と
を
、
２
千
人
を
超
え
る
横

断
研
究
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。「
口
腔
衛
生
学
会
雑

誌
」
に
掲
載
。�

（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
鵜
殿
平
一
郎
教

授
と
榮
川
伸
吾
助
教
、
西
田
充
香
子
大
学
院
生
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
糖
尿
病
治
療
薬
の
メ
ト
ホ
ル
ミ

ン
に
が
ん
細
胞
を
殺
傷
す
る
細
胞
の
疲
弊
を
解
除
し
、

が
ん
を
攻
撃
す
る
機
能
を
回
復
さ
せ
る
作
用
が
あ
る

こ
と
を
証
明
。「
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
」に
掲
載
。

�

（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�■
異
分
野
融
合
先
端
研
究
コ
ア
の
仁
科
勇
太
准
教

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
と
北
海
道
大
学
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と

共
同
で
、
非
常
に
薄
い
炭
素
シ
ー
ト
に
白
金
微
粒
子

を
満
遍
な
く
固
定
化
し
、
同
時
に
シ
リ
カ
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
す
る
合
成
法
を
開
発
。
従
来
よ
り
も
優
れ
た

触
媒
活
性
と
耐
久
性
を
持
つ
触
媒
を
作
り
出
す
こ

と
に
成
功
。
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
雑
誌
「Chem

ical 
Com

m
unications

」
に
掲
載
。�（
２
月
・
定
例
発
表
）

　

�

　

�23
日　

�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
は

「
第
47
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
」を
開
催

　

�25
・
26�

日　

平
成
27
年
度
個
別
学
力
検
査

等
前
期
日
程
を
実
施

　

�26
日　

�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
招
聘

講
演
会
「
セ
ル
ビ
ア
・
未
知
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
を
開
催

　

�27
日　

�

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

�15
日　

�「
植
物
力
×
異
分
野
融
合
先
端
研

究
セ
ミ
ナ
ー
」を
資
源
植
物
科
学
研

究
所
で
初
開
催

　

�20
日　

�

大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
大
学
院
生
で
つ

く
る
２
チ
ー
ム
が
、「
第
13
回 

学
生
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ン

テ
ス
ト
」で
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
優

秀
賞
と
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

　

�25
日　

�

生
殖
補
助
医
療
技
術
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
生
殖
補

助
医
療
の
安
全・安
心
」を
開
催

　

�28
〜
30�

日　

世
界
最
大
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
関
す
る
展
示
会「nano 

tech 

２
０
１
５ 

︱
第
14
回
国
際

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展・
技
術

会
議
︱
」に
出
展

２
〜
３�

日　

資
源
植
物
科
学
研
究
所
が
第

31
回
資
源
植
物
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
及
び
第
７
回
植
物
ス
ト
レ
ス
科

学
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

�６
日　

�

個
別
学
力
検
査
等
前
期
日
程
の
合

格
者
を
発
表

　

�６
〜
８�

日　

地
球
物
質
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
が
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M
ISASA V

を
開
催
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発
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／
岡

山
大

学
総

務・企
画

部
企

画・広
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課
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岡
山
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よ
り

良
い

広
報

誌
を

作
成

す
る

た
め

に
、み

な
さ

ま
か

ら
の

ご
意

見・ご
要

望
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

取
り

上
げ

て
ほ

し
い

話
題

、質
問

し
た

い
こ

と
な

ど
、何

で
も

結
構

で
す

の
で

、右
記

連
絡

先
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
岡

山
大

学
広

報
誌

●
 	

 Postscript by the Editor

集編
後記

当センターは、2007 年９月にコルカタ市の「インド
国立コレラ及び腸管感染症研究所（NICED）」内に設置
され、現在は文部科学省の『感染症研究国際ネットワー
ク推進プログラム（J-GRID）』に参画しています。
ここでの私の職務は、研究者の出張や勤務管理、物品
購入から支払、インド人雇用者の給与支払、訪問者対応
など多岐に渡ります。
こちらでは納期や時間は日本よりかなり適当（願望や
目安のようです）。銀行が金額を間違えることもありま
す。最初は驚きましたが、異文化の中では、NOを言う力、

納得するまで説明する忍耐力や妥協案を引き出す交渉
力、そして時には受け入れる寛容さも必要だと感じる
ようになりました。
インド社会の印象には、富裕層が先進国並みの生活、

中・下層が映画「三丁目の夕日」のような高度経済成
長期の雰囲気、最下層が物乞いや路上での生活、と激
しい格差を感じますが、コルカタは全体的にのんびり
しています。とはいえ、携帯電話はかなり普及していま
すし、最近では「スマホ」も多くの人が使い始めました。
経済発展とともにコルカタも変わりつつあります。

INDIA
Kolkata

イン
ド駐在員の

C
コ ラ ム

olumn

広報誌「いちょう並木」

アンケート

　

こ
の
一
年
間
、
73
号
か
ら
76
号
ま
で
、
本

誌
の
編
集
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
編
集
長
の
名
に
値
す
る
「
貢
献
」

は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
藤
前

編
集
長
や
三
浦
副
編
集
長
（
次
期
編
集
長
）、

そ
し
て
、
企
画
・
広
報
課
の
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
の
的
確
な
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
に
よ
り
、
な
ん
と
か

任
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
あ
る
民

間
リ
サ
ー
チ
会
社
の
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
中
国
・
四
国
地

方
の
「
大
学
ブ
ラ
ン
ド
力
」
ラ
ン
キ
ン
グ
（
有

職
者
ベ
ー
ス
）
で
、
岡
山
大
学
は
、
主
要
58

大
学
中
、
総
合
第
２
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
項
目
別
で
は
、

一
般
的
に
は
、「
セ
ン
ス
が
い
い
、
か
っ
こ

い
い
」
な
ど
で
、
学
生
に
つ
い
て
は
、「
集

中
力
が
あ
る
」
で
、
ま
た
、
大
学
（
組
織
）

に
つ
い
て
は
、「
学
長
／
教
授
陣
に
魅
力
が

あ
る
」「
学
部
、学
科
が
充
実
し
て
い
る
」「
地

域
産
業
に
貢
献
し
て
い
る
」
な
ど
で
第
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
外
か
ら
の
岡
山
大
学

像
を
知
る
う
え
で
、
少
な
く

と
も
一
つ
の
参
考
に
は
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
岡
山
大

学
の
い
わ
ば
「
強
み
」
と
し

て
、
こ
れ
を
今
後
の
広
報
活

動
の
中
に
よ
り
積
極
的
に
位

置
づ
け
る
こ
と
も
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
誌
が
、

そ
の
た
め
の
重
要
な
媒
体
と
し
て
、
さ
ら
に

セ
ン
ス
が
よ
く
、
よ
り
存
在
感
が
あ
り
、
そ

し
て
、
ま
す
ま
す
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
広

報
誌
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。�

�

法
学
部
准
教
授
◆
高
橋　
正
徳

❶ �路上で「クリケット」をし
て遊ぶ子どもたち

❷ �コルカタ庶民の足オー
トリキシャーとタクシー

❸ 青空理髪店 美しいニュータウン周辺の
新興開発地区の様子

◀︎NICED

読者アンケートの
ページを
開設しました。

興味のある記事や
今後取り上げてほしいテーマ、

その他本誌に対するご意見等を
お聞かせください。

【アンケートの入り口は以下のURL です。】

http://www.okayama-u.ac.jp/
tp/profile/kohoshi.html

インド感染症共同研究センター
事務職員

内藤　賢一郎❶

❷
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